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研究成果の概要（和文）：イギリス気象庁Met Officeに長期訪問し、海外共同研究者Rob Allan博士と、図書館
などに埋もれて利用されなかった過去の気象資料をデジタルデータに復元する「データレスキュー」研究を行っ
た。フィリピンに関して、過去120年間の雨季の開始の長期変動や類似した台風の上陸によって繰り返す高潮被
害を明らかにした。気象観測所開設以前の江戸時代に日本近海を航行した米英海軍の航海日誌の気象データを利
用し、より長期の気候変動を明らかにする共同研究を立ち上げた。

研究成果の概要（英文）：I visited UK Met Office, collaborated with Prof. Rob Allan and conducted 
research called “Data rescue” which was recovering historical weather document stored in libraries
 to digital data. Long-term variability of Philippine summer monsoon onset and resemble tropical 
cyclone landfalls in the Philippines with storm surge damages were analyzed during the past 120 
years. We started new collaborated research by using US and UK Navy ship logs sailing along Japan 
before the weather station was constructed in Japan during the Edo era. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
海外研究者と共同研究を実施することで、世界中に散逸した気象資料を共同で復元し、研究する枠組みを組織す
ることができた。日本国内に気象観測のない江戸時代に日本近海を航行する外国船の気象資料を利用する新たな
着想を得たことは、海外研究者との共同研究の大きな成果と言える。外国船を利用は日本やアジア域の過去200
年の気候変動研究にとどまらず、歴史や科学史など学際的な研究にも広く貢献することが期待される。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
これまで図書館などで長年保管され、利用されずに散逸していた気象データをデジタルデータ
に復元する取り組みを「データレスキュー」と呼ばれる。国際的には、 Atmospheric Circulation 
Reconstructions over the Earth (ACRE)が先駆的に取り組んできた。我々も 20 世紀のアジア
沿岸域の紙資料の降水量、気圧、気温データを気候変動研究に活用する取り組みを行ってきた。
ただ、アジア沿岸域の気象資料は歴史的に日本が多く観測した経緯から、日本語で書かれたの
が多く、これまで欧米が中心に取り組んできた ACRE にはアジア域の気象データはあまり含ま
れていなかった。 
 
２．研究の目的 
 現在採択されている科研費「基盤研究(B)H25-27」で収集し復元した 20 世紀のアジア沿岸域
の気象データについて、Met Office で国際的なデータ品質を満たすための技術を習得し、国際
基準で利用可能なデータセットを作成する。Met Office が所有する気象データと合わせて用い
ることで、夏季西太平洋モンスーンの長期変動の影響を、地球規模に広げて解析を行い、明ら
かにするのが目的である。 
 
３．研究の方法 
 (1)世界各国から収集したフィリピンの過去 120 年間の気象データを復元し、フィリピンのモ
ンスーンの時期を降水量から定義し、長期変動を調べる。 
  (2)西部北太平洋の 1884 年からの台風経路データセットをもとに、2013 年にフィリピンに高
潮の大きな被害を出した台風ハイエンと類似の台風について調べる。 
(3) Met Office を長期訪問し、Met Office に所蔵しているアジア域の気象データを調査し、
復元することで、アジア沿岸域の気候変動研究に活用する。 
 (4) ACRE が実施している「データレスキュー」の取り組みについて日本をはじめ、アジア域
に広げて国際的に共同研究できる枠組みを構築する。 
 
４．研究成果 
 (1)フィリピンのモンスーン開始の長期変動 
フィリピンは夏季に雨量が多くなるが、モンスーンが開始する時期（オンセット）を 1903 年―
2013 年の期間について降水量データを復元し、その長期変動を調べた。夏季モンスーンオンセ
ットはフィリピン北西部の 8 地点の日降水量を用いて定義した(図 1)。夏季モンスーンは、5
月-6月に開始するが、1990 年代半ばから早くオンセットする傾向がある(図２)。夏季モンスー

ンが早くオンセットする傾向は、1940 年代以前にも見られ，
数十年周期の変動が見られた。フィリピンのモンスーンオ

ンセット時フ
ィリピン海や
南シナ海に台
風が存在する
割合と、モン
スーンオンセ
ット日との間
で0.70の有意
な相関が見ら
れた(図３)。 

 
図 1：フィリピン北西部 8地点  図 2：1903-2013 年のフィリピンの夏季モンスーンオンセッ 

ト日(太実線は 11年移動平均)。 
 
これはモンスーンオンセットが早い 1940
年代以前と 1990 年代以降は、フィリピン
海や南シナ海で台風活動が活発化し、一方
で、モンスーンオンセットが遅い期間は台
風活動が弱く、オンセットに対する台風の
影響が小さかった。長期のフィリピン降水
量データの復元から、フィリピン海や南シ
ナ海での台風活動が、フィリピンのモンス
ーンオンセットの時期に重要な役割を果
たしていることが明らかとなった。        図 3：1903-2013 年のフィリピン夏季モンスーン 

オンセット日(オレンジ破線)、モンスーンオンセ 
ット時に台風がフィリピン近海に発生していた年 
(赤い T)とその割合(青実線)。いずれも 11年移動 
平均。 

 



 (2)2013 年の台風ハイエンと類似台風 
2013 年台風 30 号(ハイエン)は、フィリピンのサ
マールとレイテ島に高潮を引き起こし、大きな被
害を出した。過去に類似の台風経路で類似の被害
をもたらした記録が残されている。台風ハイエン
と同じ地域に上陸した 1897 年と 1912 年の 2 つ
の台風は、ほぼ同程度の高潮をもたらしていた(図
４)。台風ハイエンはフィリピンのビサイヤ地域に
上陸したが、ビサイヤ地域には，10 年間で約 15 
個の台風が上陸している。しかしながら、台風ハ
イエンを含むこれら 3 つの台風は，過去 117 年間
でビサイヤ地域に上陸したもっとも強い台風だっ
た。過去 120 年以上の台風データセットから、ビ
サイヤ地域に上陸する強い台風は、サマールとレ
イテ島に高潮のリスクがあることがわかった。 
                       図４：2013 年ハイエン(赤)、1897 年 10 月 

台風(緑)、1912 年 11 月台風(紫)、1952 年 
ウィルマ(青)、1984 年アグネス(オレンジ) 
の経路。 

 
 (3)航海日誌の気象データのデータレスキュ
ー 
Met Office を長期訪問し、Met Office に所蔵し
ているアジア域の気象データを調査した。また、
海外共同研究者 Rob Allan と議論を重ねていく
中で、特筆すべき成果が、航海日誌に記載され
た気象データの復元である。これまで気象台で
測られていた気象データを世界各国の図書館な
どで資料を収集し、復元してきた。ただ、  図 5：ペリー艦隊ミシシッピ号の航路 
日本を含むアジア沿岸域の気象観測は 1860-18   (1852-1855 年)。 
70 年代に開始し、それより前の気候の情報はな 
かった。一方、イギリスやアメリカなどはその時期大航海時代であり、世界中を植民地にしな
がら航海し、気象測器も積み気象観測を行っていた。日本が鎖国していた江戸時代においても
数多くの船が日本近海を航海し、気象観測を行っていたことが明らかとなった。航海日誌の気
象資料を利用すれば、より過去に遡って気候を明らかにすることができる。Met Office には大
量のイギリス海軍の航海日誌が所蔵され、ほとんどがこれまで利用されていなかった。まずは
日本に最も影響を与えたアメリカ ペリー艦隊の航海日誌を入手し、調査を開始した(図５)。 
 
 (4) 国内外における位置づけとインパクト、今後の展望 
図書館などで保管され、利用されなかった気象データを復元する「データレスキュー」は、こ
れまで日本では各個人による研究が行われてきた。海外共同研究者 Rob Allan と議論し、彼が
組織している国際機関 ACRE の日本版 ACRE Japan を日本で組織し、国内で実施しているデータ
レスキューの研究者を束ねて、国際的なデータレスキューの枠組みを日本で構築し、代表とな
った。2018 年に ACRE に関する国際会議を日本に招致し、海外の研究者に広く国内の取り組み
を紹介した。また、日本やアジア近海を航行する航海日誌の気象データを復元する気候変動研
究は、次の科研費の獲得につながり、さらなる研究の発展が期待される。 
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